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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

１　施設の設置目的を踏まえた総合的な管理運営方針 補足資料

竹林やモミジなど緑と庭園の風情と魅力の向上
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■邸園の風情を活かし、11/27～12/1まで不動池・も
みじの広場（竹林）・茶室で「もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟｲﾍﾞﾝ
ﾄ」を開催した。旧吉田茂邸地区開園の影響や、ＴＶ
で2回（ＮＨＫ・フジ）紹介され、過去最高の来場者
となった。
■新緑・紅葉時期の昼間に、屋外演奏会等（茶室庭
園）を開催した。
■新たに旧吉田茂邸地区の管理には庭園監理を委託
し、県と連携しながら昭和41年当時の庭園復元を目指
し、その庭園にふさわしい日常管理に努めた。
■旧吉田茂邸地区の庭園を満喫していただくため、大
磯ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会と連携し、部分開園以降の土日祝
日に庭園ガイドを常駐させ、来園者の満足度を向上さ
せた。
■庭園の魅力向上の一環として、庭園の専門家等によ
る「旧吉田茂邸で学ぶ日本庭園勉強会」を開催し好評
を得た。

■資源を大切に保全しつつ活用し、庭園の風情と魅力を
向上させる企画作りに取り組む。

別添
もみじ
のﾗｲﾄｱｯ

ﾌﾟ

樹林地や園路沿いの花修景による「和花(わばな)の路
(みち)」づくり

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■和花の路づくりとして、比較的利用の少ない「ひか
りの広場」外周園路を周遊できるようボランティアと
協働で「シャガ街道」を拡大整備した。

■平成26年度は、アジサイをテーマにボランティアと協
働で整備を進める。 別添

和花の
路づく
り参照

景観、眺望に配慮した樹木等の植物管理
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■ダイアモンド富士に合わせ、展望台の眺望確保のた
め、伸張しすぎた高木の枝下ろしを実施した。
■休憩所からの景観確保のため、枝おろしを実施し
た。
■城山庵・不動池周辺の日本庭園の樹木管理を専門業
者に委託し、日本庭園の保全に努めた。

■樹木の伸長等を観察し、適度な剪定、枝おろし等の樹
木管理を県土木と協議し実施していく。

北蔵や「城山庵」などの保全と利活用
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■北蔵の瓦屋根補修を県に要望し、実施改善された。
また老朽化し開きが悪くなった窓扉の補修、床下の風
通し穴を格子で塞ぐ（浮浪者や動物の侵入防止のた
め）処置をした。
■城山庵のエアコンが老朽化し故障したため、県に要
望し、更新してもらうことができた。
■今年度も北蔵や城山庵を活用し、多彩なプログラム
を展開した。

■北蔵や城山庵を保全するための適正管理を実施する。
また、これら施設をより多くの県民に周知し、活用して
いただくためのプログラムを実施する。

季節の花を楽しむ「ひかりの広場」の創出
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■「ひかりの広場」の外周園路を楽しく周遊できるよ
う「シャガ街道」と名付け、ボランティアと協働で
シャガの植栽地を拡大整備した。

■草花や花木等の適切な維持管理に努める。

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

別荘跡地の資源の活用と魅力の向上
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

茶室周辺を活用した邦楽鑑賞会などの開催
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■茶室利活用の強化として、茶室書院をステージに見
立てた演奏会や茶庭での寸劇などを地域の愛好家と協
働で開催し、来園者にくつろぎの空間を提供した。
　・島めぐり～日本庭園で聴くﾊﾜｲｱﾝと島唄～（4月）※
　・琴と尺八演奏会（4月）※
　・津久井の空から～日本庭園で聴くオカリナとウクレレ～

　　（6月）
　・甲冑寸劇大磯城山公園戦国時代絵巻
　　「小磯城山物語」（6月）
　・秋の庭園で味わう伝統芸能「小唄と落語の会」
　　（10月）呈茶席小上がりで開催
　・詩吟と琵琶のつどい（ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ昼）
　・ｴﾚｸﾄｰﾝｵｰﾙｼﾞｬﾝﾙ演奏会（ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ昼）
　・筝曲演奏会（ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ夜）
　・雅楽演奏会（ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ夜）
今年度は、より多くの方に興味を抱き公園に来るきっ
かけができるよう、様々なジャンルで実施した。※は
雨天のため室内での実施

■演奏会等の開催により来園者にくつろぎ空間を提供す
る。

北蔵を活用した展望広場利用者への休息機能の提供
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■北蔵ｷﾞｬﾗﾘｰ活用の強化として、北蔵をなるべく開放
することを目標に、地域の団体等と協働で各種展覧会
等を開催し、利用者へ休息の場所を提供した。

　（●は協働開催）
　○風の朗読会（4/6）
　●おおいそオープンガーデン2013写真展
　（4/10-5/19）
　●北丹沢写真展（6/1-6/30）
　●北丹沢写真展スライドショー（6/16）
　●水墨画展「湖底に沈んだ三保のふるさと」
　（7/6-8/4）
　●大磯写真展「大磯の魅力発見」（9/21-10/6）
　●福寿荘作品展（10/12-10/14）
　○風の朗読会（11/1）
　●親と子による写生会作品展示会（11/16-11/17）
　●かながわ秋の草花写真展（11/21-12/1）
　○花と緑のﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ入賞作品展（12/7-12/15）
　○竹deおひなさま2012作品写真展（1/4-1/14）
　○大磯震災をとおして防災を考える朗読会
　（3/11）
　●おおいそオープンガーデン2014写真展
　（3/18-5/18）

■北蔵ｷﾞｬﾗﾘｰ展示会の開催により来園者に休息機能を提
供する。

計画通
り実施

　なお、おおいそオープンガーデン2014写真展につい
ては、オープンガーデンが町の進める「新たな観光の
核づくり」の事業に位置づいており、オープンガーデ
ンの広報を協会したいとの相談により、例年3月に実
施していた「水墨画と似顔絵の二人展」を旧吉田茂邸
地区の多目的ルームでの開催とし、北蔵でオープン
ガーデン写真展を実施した。

快適なくつろぎ空間の提供
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

拡大エリア（旧吉田茂邸地区）へのくつろぎ空間の提
供

計画通
り実施

■開園式典において、盆栽愛好会の協力を得て盆栽を
飾り、また開園記念イベントでは、野点や琴と尺八の
演奏会を庭園内で実施し、来園者等にくつろぎの空間
を提供した。
■神奈川県の観光キャンペーンに協力し「恋する
フォーチュンクッキー神奈川ｖｅｒ」の放映や、大磯
町観光協会の協力を得た、「大磯観光紹介ビデオ」を
管理休憩棟の発電力表示モニターを活用して放映し、
来園者に好評を得ている。
■春の多客時に「水彩画と似顔絵」の展示会を開催し
た。
■管理休憩棟多目的ルームでは、来園者がくつろいで
休憩できるよう、常に清潔に開放的な空間になるよう
努めている。
■管理休憩棟多目的ルームの利用動向や利用者からの
声を汲み上げ、管理休憩棟外に自動販売機を設置し
た。

年齢や利用目的に応じた園内周遊ルート設定、案内
サービスの実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■旧吉田茂邸地区の部分開園に伴い、ルート等を見直
しパンフレットや園内マップを一新し配布した。

■既存の園内周遊ルート図の見直し点検を行い、充実を
図る。

安全に安心して通行できる園路や階段の維持管理
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■毎日の巡視点検により安全確保に努め、不備につい
ては迅速なの回復措置を実施した。また、園路のえぐ
れや段差等を再点検し直営で修繕を実施した。特に、
園路のえぐれは、見栄えよりも安全第一と考え、モル
タル等での応急処置を実施。
■旧吉田茂邸地区の吉田茂像周辺の広場舗装が劣化が
激しかったため、応急処置を実施。

■毎日の巡視を通して、散策路の安全点検やきめ細かい
清掃を実施する。

邸園文化圏構想、おおおいそオープンガーデン
フェスタ等との連携

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯町商工会が主催する「おおいそフラワーフェス
タ」に参加し、4月・5月にオープンガーデンを実施し
た。オープンガーデン当日は、新緑くつろぎ音楽会
（4月）および盆栽展・盆栽花苗即売（5月）を同時開
催した。またオープンガーデンを紹介する写真展を商
工会・オープンガーデンホーム運営員会と協働で北蔵
で開催した。
■「もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟ」ｲﾍﾞﾝﾄを「邸園文化圏構想」行
事の一つとして実施した。また、邸園文化祭のパンフ
レットに当公園の広告を掲載し、知名度向上に努め
た。

■引続き、地域団体と連携した地域の魅力作りに取組
む。

別添
おおい
そﾌﾗﾜｰ
ﾌｪｽﾀで
の連携

旧吉田茂邸や旧安田善次郎邸などの協力を得た、邸園
巡りの企画運営

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会・大磯町観光協会に協力し
て、大磯まち歩き等のツアーを実施した。
　●伊藤博文公ゆかりの大磯巡り（11月に2回）
　●旧吉田邸と三井別荘跡の庭園を巡る（12月）
　●旧吉田茂邸地区庭園ガイド（9/23～土日祝日ガイ
ド常駐）
　

■「新たな観光の核づくり」を目指し、地域と連携した
企画に取り組む。

茶道や華道などの愛好家と連携した茶室や北蔵の
利活用

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■昨年に引き続き、利用者ニーズを反映した茶道教室
（ステップアップ教室）を茶道裏千家淡交会湘南支部
の協力を得て開催した。
　●大人の茶道教室3回コース（5・6・7月）
　●子供茶道教室2回コース（8月）
■今年度も県立３高校部活動での卒業茶会利用に協力
し、若年層の利用拡大に努めた。また、平塚江南高校
のお茶会時には、高校生から一般来園者への手作りお
菓子付のお抹茶の無料ふるまいがあったため、たまた
ま来園された方々に大変喜ばれ、後日お礼の電話をい
ただいた。
■茶室を利用した演奏会や、北蔵での写真展、管理休
憩棟多目的ルームでの展示の開催など、公園を利用し
て活動したい団体と調整してきた企画を実施した。
　●茶室演奏会等の協働（9件）
　●茶室での展示会の協働（1件）
　●北蔵展示の協働（8件）
　●茶庭園芸展の協働（4回）
　●多目的ルーム展示の協働（2件）
前年度に比べ、多彩なプログラムを展開できた。

■引続き茶室や北蔵の利用案内の広報に努めるととも
に、公園を利用して活動したい団体の相談を受け、開催
に向けて調整を図る。

別添
地域と
連携し
た北

蔵・茶
室の活

用

地域との連携と湘南文化の発信
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

大磯町郷土資料館との連携による学びの場の提供
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■ホームページで、園内の学びの場として郷土資料館
での催し等を紹介。
■大磯町生涯学習課（大磯町郷土資料館）が主催し
た、ナイトミュージアム（郷土資料館の見学）＆ハイ
ク（園内の夜の観察会）の実施に協力した。

■大磯町郷土資料館調査の園内石碑や横穴墓調査を参考
に、園内の歴史等を学ぶ教室の開催について調整を図
る。

大磯町運動公園と地域とともに協働した祭り等の
開催

計画通
り実施

計画通
り実施

一部実
施

計画通
り実施

計画通
り実施

■旧吉田茂邸地区部分開園時及びもみじのライトアッ
プイベントでは、駐車場を借りるなど連携を図ってい
る。
■もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟｲﾍﾞﾝﾄでは、昨年に引き続き、点灯
前の昼間時間帯にプレｲﾍﾞﾝﾄを関係機関や団体と調整
を図り、拡充実施することができた。

■今後も、近隣他公園施設等や関係団体等と連携したｲ
ﾍﾞﾝﾄ企画について調整を図る。

利用者の平等な利用の確保
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■園内施設利用について、茶室、北蔵利用を始めとし
て、新たに開園した旧吉田茂邸地区も含め園内利用に
ついても公平利用を念頭に対応した。

■特定の個人や団体の利用を優先することなく、公平平
等で公正な判断のもと、親切で丁寧な対応を心がける。

利用者や地域住民等に配慮した管理
運営

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■ご意見箱の常設、ｲﾍﾞﾝﾄｱﾝｹｰﾄの実施、隣接自治会と
意見交換などを実施した。またいただいたご意見は、
改善できるものは速やかに対応するとともに、合わせ
て指定管理の範囲を超えるものは土木事務所へと報告
した。
【主な改善点（土木事務所による）】
　・西トイレ配管工事（管内に植物の根が這入りこ
み、流れが悪くトイレが詰まる原因となっていたこと
をファイバースコープにより調査し報告）
　・園内危険樹木・老齢高木剪定及び伐採
　・旧吉田茂邸地区民家隣接地の支障木等枝おろし
　・北蔵屋根補修
　・茶室エアコン入替
　・旧吉田茂邸地区大磯砂利の鋤取り
　・旧吉田茂邸地区管理棟から兜門までのラバーマッ
ト敷設及び兜門のバリアフリー仮設スロープ設置
【主な改善点（公園による）】
　・茶室メニューの充実
　・盆栽の販売や模擬店出店など賑やかなイベント運
営
　・隣接民地支障木の伐採
　・休憩所からの見晴らし確保のための枝おろし
　・旧吉田茂邸地区隣接住民からの要望による草刈り
清掃等の実施や、園内に入っている業者への民家隣接
地への車の止め方の指導、目隠しの設置による住民へ
の配慮など行った。
　・旧吉田茂邸管理休憩と脇への自動販売機設置
　・旧吉田茂邸管理休憩棟多目的ルームに観光案内
マップの掲示
　・旧吉田茂邸地区駐車場内の駐車場発券機及び自動
販売機の照明の閉園後すぐの消灯

■引続き、アンケートや自治会や地域住民との対話、大
磯城山公園活用連携協議会や関係団体との調整会議をと
おし、公園への要望等を汲み上げ、管理運営に反映す
る。

■庭園ガイド（大磯ガイドボランティア協会）および
駐車場運営（タイムズ）の関係団体と、毎月調整会議
を開催し、利用者からの苦情要望や課題などについて
意見交換し、共通認識に努めている。

■地域の声を反映した公園運営をめざし「大磯城山公
園活用連携協議会（旧名称：公園を愛する会）」を開
催した。
　・協議会会員より、回覧板にて公園ルールや大きな
イベントとの回覧は協力するとの発案があり、公園利
用ルールともみじのライトアップイベントのチラシを
全町回覧した。
■大磯町が主催する「新たな観光の核づくり」推進会
議に参加協力した。また、園内のイベン等ト企画は、
新たな観光の核づくりを考慮し立案することとした。
なお、観光推進会議は今年度1回のみの開催で、シフ
トの都合上出席はできなかったが、町担当者との情報
交換を行った。
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

省エネルギー対策：
　節電・節水・アイドリングストップ等

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■池ポンプの稼働変更時間や雨天時の稼働停止による
電源の削減をしたほか、平成23年度から竹林ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ
は廃止し、もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟに一元化し開催日数を減
らして実施、北蔵ｷﾞｬﾗﾘｰは雨天休館とした。
■神奈川県が推進している「EVイニシアチブかなが
わ」に賛同し、「神奈川県電気自動車認定カード」を
提示した車両の駐車料金を減免とした。

ゼロエミッション対策：
　落ち葉の堆肥化・グリーン購入・ゴミの分別処理等

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■園内発生物について、チップ化や再利用等を実施し
た。今年度も、放射性セシウム等の問題に配慮し、地
域への配布は中止した。
■グリーン購入・ゴミの分別によりゼロエミッション
を実践しているほか、園内の各自動販売機にペットボ
トルキャップ回収箱を設置し、回収したキャップは協
会本部で集約し、世界の子供たちにワクチンを贈る運
動に協力している。

環境教育：
　自然観察会などの体験活動実施・ＰＲ活動

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■園内の間伐竹を活用し竹細工教室を開催して、利用
者に対し発生材での楽しみ方を伝える機会を設けた。
■環境教育を意識し、北蔵ギャラリーで神奈川の豊か
な自然を紹介する写真展を開催した。この企画調整に
おいて、神奈川県ビジターセンターからの助言や協
力、また神奈川県立生命の星地球博物館等と連携を図
ることができた。

２　本公園の管理に向けた参加意欲及び抱負等 補足資料

さまざまな利用層を誘致し、邸園の魅力を伝え、親し
んでもらうｲﾍﾞﾝﾄを開催

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■邸園の魅力を伝えるため「もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟ」を開
催。地域の皆さんの協力を得て、演奏会や模擬店など
魅力あるプログラム作りを行い、近隣市町村はじめ県
内各所や県外からさまざまな方にご来園いただいた。
■茶室城山庵を活用した茶道教室や音楽会、盆栽展な
どを開催したほか、間伐竹を利用した竹細工教室等、
公園の魅力を伝えるｲﾍﾞﾝﾄを開催した。

■邸園の魅力を満喫していただけるような規格作りに取
り組む。

和花や茶花などによる樹林地や園路沿いの修景「和花
の路」づくりによる魅力を向上

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■おおいそフラワーフェスタ（オープンガーデン）開
催時の見所づくりとして、和花の路「シャガ街道」を
ボランティアと協働で整備した。（郷土資料館裏の竹
林～展望台～ひかりの広場外周～もみじの広場）
■一昨年から7月上旬から意図的に植栽している県花
ヤマユリは、多くの来園者に大変好評で、夏季閑散期
の公園利用の足掛かりとなった。また、今年度は展望
台付近のヤマユリの植栽地を拡大した。

■今後も、魅力ある散策路づくりに努める。

大磯町郷土資料館との連携による、旧三井財閥に関連
する美術品などの展示や、北蔵を活用した三井別邸時
代のパネル展の開催

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■今年度は、旧吉田茂邸地区の一部開園があったた
め、三井別邸地区に関する催しは見送った。
■旧吉田茂邸地区の一部開園に際し、郷土資料館の協
力のもと、七賢堂の扁額及び七賢人の写真を整備以前
の状態で展示・公開した。

■七賢堂公開日の設定や、三井別邸時代を伝える催しな
どの連携について調整を図る。

■神奈川県の環境方針、
①豊かな環境の次世代への継承
②環境負担の少ない持続的発展
③環境保全上の支障の未然防止
④快適な都市と生活の実現
⑤地球環境保全に向けた取り組み
を踏まえ、環境への工夫と配慮に継続して取り組む。
■具体的な環境保全の取り組みを今後も継続して実践し
て行く。

別荘跡地としての由緒ある魅力を伝
える公園づくり

環境に配慮した管理運営
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

琴などの邦楽鑑賞会による和のくつろぎ文化の演出
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■茶室庭園にて、例年開催の筝曲、雅楽や昨年から開
催している琵琶・詩吟など演奏会等を実施した。また
新たな試みとして、甲冑寸劇「大磯城山公園戦国絵
巻・小磯城山物語」や呈茶席を活用した「小唄と落語
の会」などを開催。多くの来園者に和のくつろぎ空間
を提供した。
■旧吉田茂邸地区開園イベントでは、日本庭園で野点
及び琴と尺八の演奏会を行い、開園に華を添えた。
■昨年度に引き継続きもみじの広場の滝を背景に和太
鼓・地元自治会子供囃子の実演を開催した。
■茶室庭園を活用してで地域の盆栽愛好会と協働で盆
栽展、茶室室内を活用して刻字展を開催し、和のくつ
ろぎを来園者に提供した。

■行楽シーズンやもみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟなど集客の多い時期
に、和のくつろぎ文化を演出する。

富士山への眺望や景観に配慮した樹木等の植物管理
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■ダイアモンド富士に合わせ、眺望確保のため景観に
配慮しつつ適切な樹木管理を実施した。また、ダイア
モンド富士が見られることを積極的にPRした。
■休憩所からの景観を確保するため、枝おろしを実施
した。

■景観保全や自然環境保全の点から樹木管理を実施する
とともに、本公園の眺望の素晴らしさをPRする。

庭園管理職人による日本庭園や主要景観木の管理
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■茶室や不動池周辺の日本庭園の管理は、専門業者に
委託し適切な管理に努めた。
■旧吉田茂邸地区の植物管理においては、庭園専門家
を指導者として配置し、県と連携した庭園管理に努め
た。

■景観保全が大事な日本庭園を、引き続き専門職人の手
により、維持管理していく。

地元の和菓子店などと連携し、お茶室おもてなしサー
ビスの向上

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■茶室呈茶席において、地域の和菓子店から仕入れた
生菓子や干菓子など季節に応じたお菓子、地域振興サ
イダーや地域の洋菓子などを提供し、おもてなしサー
ビスの向上に努めた。
　・地域振興サイダー（小田原柑橘倶楽部）
　・地域店舗の洋菓子
■茶室呈茶利用割引券を発行し、城山庵への立ち寄る
きっかけづくりと来園者の満足度向上に努めた。
　・駐車場領収券で茶室呈茶席利用割引（9月まで）
　・おおいそｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ持参で割引
　・アンケート回答者への配布
　・大磯まち歩き参加者への配布
　・演奏会・盆栽展等でのアンケート回答者への配布
　・ＪＲ駅からハイキング参加者割引
　・庭園ガイド参加者割引（9月より）
　・神奈川観光キャンペーン「恋するフォーチュン
クッキー」の割引クーポンに協力
■利用者から要望のあるクッキー等手軽なお菓子を導
入するため、地域作業所「かたつむりの家」と調整し
た。

■引続き利用ニーズに応えるため、地域の洋菓子や飲料
など地産地消をテーマにメニューを拡大し、サービスの
向上に努める。また、立寄ってみたくなるような雰囲気
づくりに努める。

園内での音楽を取り入れたくつろぎ空間を演出
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■日本庭園の風情を活かし、例年どおりﾗｲﾄｱｯﾌﾟ時に
茶室で邦楽演奏会を実施したほか、新緑の時期に「ウ
クレレと島唄」、「琴と尺八」、初夏に「オカリナと
ハーモニカ」紅葉の時期に「小唄と落語」、「エレク
トーン演奏会」、などを開催し（ともに昼間）、地域
の関心を高めるとともに、くつろぎ空間の演出に努め
た。
■音楽会等の開催に当たっては、市民・団体等と協働
で実施した。

■音楽を取入れたくつろぎ空間を演出するため、市民の
発表の機会として場所の提供を行う。

来園者の体力や目的に応じた散策が可能なルートガイ
ドの作成

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■3種類のルートが載った園内マップに新たに旧吉田
茂邸地区を加え、裏面にはサインポールと海抜表示を
入れたマップを用意し、窓口・茶室・北蔵・駐車場・
大磯町郷土資料館で提供したほか、ホームページから
もダウンロードできるよう配慮した。

■引き続き、案内図を提供するると共に、内容の刷新を
検討していく。

える公園づくり

至福のくつろぎ空間を楽しめる公園
づくり
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

湘南邸園文化圏再生構想、おおいそｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾌｪｽﾀな
ど地域活動への積極的な取組み

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯町商工会が主催する「おおいそフラワーフェス
タ」に参加し、4月・5月にオープンガーデンを実施し
た。今年度は、北蔵での写真展はもとより、4月に城
山庵くつろぎ音楽会、5月に盆栽展を同時開催。また
ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝのパンフレット持参者には城山庵のお飲
み物割引特典を与えるなど、地域のイベントを盛り上
げるよう努めた。
■盆栽展開催時に花苗や盆栽即売会を同時開催し、集
客を高めるよう努めた。
■「もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟ」ｲﾍﾞﾝﾄを「邸園文化圏構想」行
事の一つとして実施した。また、邸園文化圏ネット
ワーク協議会のシンポジュームの吉田茂邸地区での開
催について協力した。
■ＪＲ駅からハイキングの実施について、ＪＲ大磯駅
及び大磯観光協会から協力依頼があったため、吉田邸
地区用の新たなスタンプの作成と参加者への茶室城山
庵の割引を行った。
■大磯町の新たな観光の核づくりに参加協力した。

■引き続き、地域と連携した地域の魅力づくりを行う。

「もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟ」のＰＲ拡大による県内外からの観
光客を誘致

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■「もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟ」はさまざまな広報媒体や口コ
ミで多くの方に認知されるｲﾍﾞﾝﾄとなった。今回も、
各所のホームページや行政広報、新聞社、タウン
ニュース社、地区情報誌、大手情報雑誌に情報提供し
てPRを拡大し、県内外からの観光客誘致に努めた。ま
た、ＴＶでの放映が2回あり、来園者も過去最高と
なった。

■もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟのPR拡大を図るとともに、大磯ボラ
ンティア協会とタイアップし、地域と連携した新たな利
用層の拡大を図る。

写真愛好家や絵画サークル等との連携による北蔵ｷﾞｬﾗ
ﾘｰの活用

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■多くの団体と連携し、地域や神奈川県の魅力を伝え
る展示を、北蔵ｷﾞｬﾗﾘｰ及び旧吉田茂邸地区多目的ルー
ムで開催した。（●は新たな連携団体等）
　〇大磯町商工会・おおいそｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾎｰﾑ運営員会
　●山岳写真家　白井源三
　●丹沢湖ビジターセンター（野地悌子）
　●大磯町・大磯町観光協会
　●神奈川県立生命の星・地球博物館　勝山輝夫
　○中地区教育文化研究所
　○水彩画と似顔絵の二人展

■北蔵の利用促進のため広報を強化するとともに、本公
園や大磯町・神奈川県の魅力を伝える展示等の開催につ
いて積極的に支援を行う。

大磯町郷土資料館との連携による大磯の歴史や邸園文
化、自然環境に関する講座の開設

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯町生涯学習課（大磯町郷土資料館）主催のナイ
トミュージアム（郷土資料館夜の見学会）＆ハイク
（公園夜の観察会）の開催に協力した。

■大磯町郷土資料館や関係機関団体と連携実施の調整を
行う。

サクラやツツジ、アジサイなど季節の花を楽しめる
「ひかりの広場」の創出

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■草花等の適正な管理と拡充に努めた。
■シャガの植栽により、光の広場外周園路の魅力づく
りを行った。

■花を楽しめる「ひかりの広場」創出のため、「和花の
路」として位置づけていく。

大磯にゆかりある邸園巡りの企画運営
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会・大磯町観光協会の大磯まち
歩き等のツアー実施に協力した。
　●伊藤博文公ゆかりの大磯巡り（11月に2回）
　●旧吉田邸と三井別荘跡の庭園を巡る（12月）
　

■今後も各種団体と連携して、大磯まち歩きや邸園めぐ
りの共同企画を実施する。

大磯町運動公園との一体化による「花の路おおいそ」
の創出と「おおいそ・公園・ユニバーサルデー」の開
催

計画通
り実施

計画通
り実施

一部実
施

計画通
り実施

計画通
り実施

■一昨年度、近隣施設の大磯運動公園の指定管理者が
変わったことをうけ、連携行事については一時休止と
してきた。「大磯城山公園活用連携協議会（旧名称：
公園を愛する会）」立ち上げに際し、声をかけたが参
加することは見送りたいとの回答であった。
■公園ユニバーサルデーを大磯町社会福祉協議会及び
大磯ガイドボランティア協会と協働で開催した。な
お、社会福祉協議会と調整や福祉施設とのヒアリング
を行った結果、高齢者は長時間の外出が厳しい場合が
多く様々なプログラムを盛り込んでも参加できない現
状があることが分かった。

■今後も近隣施設等との連携の可能性について検討す
る。

おもてなしの心で迎えたい　新たな
ご提案

地域づくりに繋がる公園づくり
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

３　本公園における特性と課題を踏まえた維持管理の考え方 補足資料

富士山や相模湾の眺望を確保する高木管理（剪定）
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■富士山への眺望を阻害しないよう、景観に配慮しつ
つ適切な樹木管理を実施した。

■景観の保全も重要な要素であることから、次年度以降
も高木伸長の剪定管理などを実施していく。

日本庭園内や景観上重要となる樹木の庭園管理技術を
持つ職人による樹木管理

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■茶庭や不動池庭園は、日本庭園として良い景観を保
持している事から、庭園管理技術職人を有した専門業
者に委託し、適正な管理保全に努めた。
■日本庭園としての美観維持のため、老朽化した竹垣
等の補修を直営で実施した。

■景観保全のため、引き続き専門業者による剪定等の樹
木管理を実施する。

ツツジ類と竹、もみじの名所としての健全育成
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■ツツジ、竹の刈り込み、もみじの管理など適正に実
施し健全育成に努めた。

■引き続き、ツツジ、竹類の適正管理を続ける。モミジ
の樹勢回復についての維持管理を実施する。

学びの場として活用できるよう横穴古墳群を適正な状
態で保全

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■横穴墓周辺は、見学に支障にならないよう清掃等に
努めた。

■引き続き、横穴墓周辺の清掃等の環境保全を実施す
る。

美観を保ち、来園者が快適にくつろげる空間づくりを
目標とした維持管理

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■毎朝の園内巡視点検を実施して、散乱ゴミの収集、
落葉落枝の片付ほか、ベンチ・手すりの拭き清掃とト
イレ清掃を念入りに行い、来園者がくつろげる空間を
目標とした日常管理を実施した。
■各広場にﾒﾘｹﾝﾄｷﾝｿｳの繁茂を確認したため、拡散防
止のためナンラＡＧを散布した。

■引き続き、日常点検、清掃を怠りなく実施していく。

地域との連携と湘南文化の発信
防災訓練など、地域と連携した地域の安全を守る公園
としての機能維持

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■地域が12月に実施した津波避難訓練時に、備品の貸
出しや園内の海抜を標示した公園マップを渡すなどの
協力をした。
■旧吉田茂邸地区の管理については、県との役割分担
や庭園監理での指導の実施等もあり、予想以上に管理
運営を軌道に乗せることができず、ボランティアによ
る管理は時期尚早であるので、見送ることにした。な
お今年度は近隣自治会と調整を図り、旧吉田茂邸地区
の閉門業務にご協力いただいている。
■今年度は、地域に合同防災訓練について声掛けした
が、実現には至らなかった。

■次年度以降も、大磯町地域防災計画による活動と連動
できるよう、近隣町立施設とも提携を深める。

植物性廃棄物のリサイクル推進とチップや堆肥の活用
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■樹木管理発生材をチツプ化するとともに、間伐竹に
よる園内のしがら等の補修により再利用を図った。

公園でのゼロエミッションへの取組みのアピール
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■公園の竹林間伐発生材を活用した「竹細工教室」を
今年度も１日2回の教室とし、旧吉田茂邸地区管理休
憩棟多目的ルームで実施。利用の拡大を図るととも
に、ゼロエミッション活動のアピールをした。
　・ミニ門松づくり
　・竹deおひなさま

管理マニュアルなどの整備による取
組み

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■公園管理を的確に実施して行くために、管理マニュ
アルを作成し、職員一同が同じ水準で作業等を実施で
きるよう、取り組んでいる。

■公園状況の変化に対応し、管理マニュアルも点検見直
しを実施する。

■今後もリサイクルの推進に努め、ゼロエミッションに
取組む。

別荘跡地の資源の活用と魅力の向上

快適なくつろぎ空間の提供

ゼロエミッションへの取組みによる
植物管理

8/17



第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

５　執行体制の内容 補足資料

本部と現地の役割
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■明確に業務分担をはかり、常に連絡調整をしなが
ら、的確な運営を実施した。
■今年度も親しまれる公園づくり懇談会やグリーンサ
ポート事業等が行われ、指導員等から本部に公園に対
する助言・提言をいただいた。これらは本部により方
針を決定し、各公園に実行プランが周知（または改善
指示）される。今年度は、パークコンシェルジュ機能
強化として、職員に案内係と書かれたのバッチが配ら
れた。

県との連絡調整体制
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■事件事故、異常気象時、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞや事業実施、月例
報告、許認可にかかわる事項等、迅速な連絡と報告に
努めた。

現地の職員配置
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■当初は、公園の統括責任者として園長（1名）を置
き、園長補佐として副園長（1名）、スタッフ（19
名）を配置したが、旧吉田茂邸地区の開園後の運営開
始により、人員体制等を見直し、3月現在では時短ス
タッフも含め、園長副園長以下総勢21名で運営。な
お、スタッフの当初計画で非常勤のうち1名は、常勤
職員を協会経費持出しで配置し、拡大開園に備え計画
以上の体制をとった。

■責任者が常駐し、季節や管理運営のスケジュールに
沿った効率的な人員配置により、多義にわたる業務を実
施する。

業務の一部委託
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■専門性の高い業務や大量な業務など、内容を吟味し
て、再委託を実施した。

■引続き、専門性の高い業務は計画的に委託を実施す
る。また、委託の際は、地元活性化の視点から、地元発
注を心がけるほか、園内での安全対策の徹底や指導など
実施する。

補足資料

事件、事故発生の場合
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■H25年度の事件事故発生状況として、特に大きな事
件事故はなかった。

大雨、暴風、落雷、大雪等による災害発生が予測され
る場合

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■天候による災害の発生が予想される場合には、本部
と連携を取りながら気象情報を収集し、当協会の災害
対策活動指針に基づいた警戒配備態勢を実施した。

大雨、暴風、落雷、大雪等による災害が発生した場合
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■当協会の災害対策活動指針に基づいた災害対策活動
を実施する。

大地震が発生した場合
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■当協会の災害対策活動指針に基づいた災害対策活動
を実施する。

朝礼やミーティングを通じて日常より情報の共有、意
識の統一

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■毎朝の朝礼で、気象状況、重要事項の伝達や対応の
指示意見交換など実施した。

管理事務所内へのＡＥＤの常備
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■AEDは、万一スタッフが管理事務所にいないときで
も取り出せる場所に常備。非常勤以上のスタッフは、
救命救急員の資格を取得しており、適切な操作と処置
が行えるよう備えている。

防災訓練、救命講習の年１回以上の実施
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■11月に県が実施した災害訓練に参加した。
■9月に大磯町消防署の旧吉田茂邸救助ルート等の視
察に協力した。
■3月に災害時連絡体制訓練を実施した。

防災設備の定期稼働点検
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■通常の定期稼働点検を実施。

■引続き、本部に公園の統括部門を置き、密な連絡調整
を実施したうえで、現地事務所と役割を分担し、円滑な
管理運営に努める。
■月例報告等で、園内の状況報告を実施するほか、課題
等が発生した場合は速やかに調整協議し、課題の解決に
あたる。

■事件事故の発生時は、勤務中のスタッフが速やかに配
備態勢につき、初期対応を実施する。また、災害発生が
予想される場合には、当協会の災害対策活動指針に基づ
きた警戒態勢を実施する。

■火災や災害等の際に適切な行動や救命、応急手当が行
えるよう日常よりミーティング等での情報共有や訓練、
設備等の点検を実施する。

本部と現地の役割分担

６　緊急時の体制

事故や災害発生時などの緊急時の体
制及び初期対応

災害時に備えた日常対応
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

補足資料

技術力と機動性のあるマルチスタッフの育成
一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■研修プログラムを、５年間の方針に基づき適宜実施
し、更なる内容の充実を図った。具体の実施内容は以
下のとおり。

別添人
材育成
計画参

照

一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

◆グリーンサポート事業
　樹木、花卉園芸、公園管理運営の各分野を専門とす
る３名のグリーンサポート特別指導員が、第三者的視
点による公園の巡回点検や技術指導を行った。

一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

◆PDCAチェックシステム
　半期ごとにPDCAチェック会議を行い職員間で事業計
画の確認、確実実施、履行確認を行った。また、外部
評価員による評価を実施し、その中から改善点を見出
し、改善目標の設定と改善への取組みを行うことで、
意識改革と資質向上、管理水準の維持ならびに向上に
努めた。

新たな研修プログラムの導入
一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■応募時に提案した新規研修「苦情対応研修」「ボラ
ンティアコーディネート研修」を実施した。また「苦
情対応ロールプレイ研修」「ミーティング実施」に関
しては継続して行っている。

■毎日の朝礼等により、公園行事等利用確認、作業の
安全確認、伝達事項等、園内情報の共有を行うととも
に、挨拶唱和を実施した。また、コンシェルジュリー
ダーを配置し、より気持ちの良い接遇の日常化を目指
した。

■本部の接遇担当職員により、新規採用者等の接遇研
修（挨拶・会話等の教育指導）を実施し、より質の高
い意識と接客対応を目指した。

事務処理研修の実施
一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■確実で迅速な事務処理を実施するため、本部職員に
よる事務処理研修、担当者会議（副園長会議、担当者
会議等）を行った。

■業務の効率化及び事故防止の観点から、今後も定期的
に実施する。

一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■個人情報取扱いについては、個人情報取り扱い研修
において周知徹底を図った。

■引続き、説明会や勉強会を実施して個人情報の取扱に
ついての意識の情勢を図る。

一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■災害に備え、3月に連絡体制訓練を実施した。 ■発災時の的確な行動の担保及び、二次災害等防止のた
めの訓練を実施する。

一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■当協会全体講習として、新規職員、資格更新職員を
対象に上級救命講習を実施し、応急処置・ＡＥＤの取
扱方法等を受講した。

■今後も継続的に受講し、職員の知識、技術を一定レベ
ルに保つ。

一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■外部機関による刈払機、チェーンソー、丸のこ等の
安全衛生教育、特別教育を職員が受講した。

■定期的なOJTによる知識レベルの維持及び平準化と、
点検不備・事故ゼロを目指す。

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■刈払機におけるナイロンコードの危険性を研修し、
事故防止に努めた。
■公園における事故と裁判事例について研修し、維持
管理上の事故防止意識向上に努めた。
■ＫＹＴ（危険予知トレーニング）研修を行い、労働
上の事故防止に努めた。

■危険予知活動（KYT）を定常的に実施し、労働災害・
事故ゼロを目指す。

一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■当協会の花生産ハウスと花菜ガーデンにおいて、花
の育成と植付等に関する研修を行った。
■県農業技術センター主催の防除関係者講習会を関係
職員が受講した。

■安全でより良い景観づくりを目指し、次年度以降も研
修を継続していく。

一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■(一財)公園理財団や(一社)日本公園緑地協会主催の
講習会等に対象職員を参加させ、情報の共有及び公園
への伝達により効果的効率的な公園の運営管理を実施
した。

■職員のスキルアップとして次年度以降も定期的に受講
し、より効果的、効率的な公園の運営管理の参考として
いく。

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■園長が主体となり、所属職員の意識改革及び業務確
認、ならびに安全確認、進捗状況の確認を目的とした
ミーティング（全体会議）を月例で実施した。

■今後も、所属職員に公園管理運営方針と実施方法等を
浸透させ、提案事項の確実実施を目指す。

■私たちのノウハウでもある、
　①「公の心」を育み、愛される質の高い公園づくり
　②かながわの郷土愛の醸成、新しい喜びの公園づくり
　③人と地域とともに育つ公園づくり
　④多様な生物が育む資源循環型の公園づくり
　これらをさらに強化するよう、現在の研修プログラム
を見直や内容の充実、PDCAによる公園の品質管理の向
上、また時代のニーズに沿う柔軟な発想での新たな研修
プログラムの導入により、職員の資質向上を図るととも
に、研修方針の実現に努めていく。

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

７　人材の育成計画

公園の管理運営に携わる職員の資質
向上についての考え方（方針）

公園の管理運営に携わる職員の資質
向上についての具体的な計画

接遇研修の実施

外部評価員による職員教育と自己評価による資質向上

安全管理研修の実施

一部
実施

植物管理研修の実施

公園マネージメント研修の実施

■今後も継続して朝礼を実施し、気持ちの良い接遇対応
の徹底を図るとともに、利用者への対応で提案してい
る、「パークコンシェルジュ」を目指す。また、ロール
プレイの継続実施により、的確な初期対応を確立する。
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

利用促進研修の実施
一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■公園の利用促進を図るため、利用促進担当者会議を
行って意識を共有した。
■工作や日本文化等に関して豊富な知識をもつ本部担
当職員が、適宜指導を行った。

■より具体的な手法を学ぶための研修を実施していく。

公園独自研修の実施
一部
実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会との共同企画では、職員に事
前勉強会への参加をさせ、公園や周辺観光施設等の知
識取得に努めた。
■庭園専門家による日本庭園勉強会等に参加させ、旧
吉田茂邸地区の管理のための知識向上に努めた。

■公園や地域を知るための研修を継続的に実施し、職員
の知識向上に努める。

補足資料

各種施設点検の実施
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■日常巡視や関係法令に応じた定期点検及び法定点検
を確実実施した。
■職員に樹木医を配置し、樹木の点検を強化した。特
に危険木の調査は旧三井別邸地区5回、旧吉田茂邸地
区2回行い、土木事務所に報告した。観察木を含め80
本の対象僕を報告したところ、約半分の樹木について
土木事務所が迅速に伐採の対応を取り、台風・強風時
に倒木や枝折れ等による大きな被害は未然防止でき
た。また、土木事務所の依頼により、海岸エリア（公
園区域外）のマツノザイセンチュウ等の調査を行い報
告し、適切に処理された。

各種マニュアルの活用と整備
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■各種マニュアルを整備活用して管理運営を実施し
た。また、内容の点検と見直しによる修正を行った。

点検と連動した速やかな施設修繕の実施
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■巡視や点検及び利用者からの情報等により発見した
異常個所等は、速やかに復旧の処置等を行った。

施設賠償責任保険への加入
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■協会本部により施設賠償責任保険へ加入している。

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■各施設ごとの注意点チェックリストにより点検を実
施した。

■各施設の安全管理方策に基づき、点検を実施する。ま
た本公園には老齢木が多いことから、長雨等で地盤の緩
みがありそうな時は特に注意した点検を実施する。

作業スタッフの安全確保
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■職員研修、研修機関への講習参加、KYTの実施、朝
礼での注意喚起により、作業スタッフの安全確保に努
めた。

利用者に対する安全確保
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■園内の周知看板やバリケード、セフティコーン等に
より利用者に対し安全対策を周知し、関係者にも注意
喚起した。
■特に機械作業がある場合は、利用者の安全に留意し
ながら作業を行うよう朝礼で注意喚起。

ボランティア活動における安全確保
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■ボランティアへの指導と傷害保険への加入等により
作業中の安全確保に努めた。

昼間の防犯対策：
　利用者との連絡体制の確保・維持管理上の配慮・地
域との連携・年末年始の防犯体制の確保

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■園内掲示板やサインポスト、公園マップの配布等に
より位置情報と緊急通報先を示しているとともに、園
内は常に清潔に、また剪定等により明るい園内を保ち
犯罪の防止に努めた。
■地域や大磯町郷土資料館と不審者等の情報共有や伝
達を行い、年末年始には警備外部委託等による園内パ
トロールを実施した。

夜間の防犯体制：
　警備業者による園内巡回警備・警備業者への指導、
連絡体制の徹底

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■管理事務所及び茶室には機械警備装置を設置し、建
物警備委託を実施した。また、犯罪等の未然防止とし
て、各所みんなのトイレの施錠、駐車場の施錠を実
施。
■警察、管理者、行政への連絡体制を確立している。
■10～11月にかけ、夜間の展望台で若者がたむろして
いる痕跡があり、多量のタバコのポイ捨てを確認して
おり、火災が懸念されることから、警察に相談し、警
察による夜間パトロールを行ってもらった。
■旧吉田茂邸地区は、17：00～翌9：00までを閉門し
た。なお、当初計画では外周に機械警備を設置の予定
であったが、調査の結果、得策でないことがわかり、
県と協議し、外周の機械警備は実施しないことになっ
た

■引続き、各施設の点検の実施やマニュアルの見直し整
備、修繕等を確実に実施し、施設の安全管理に努める。

■引続き、利用者やボランティア、作業員等の安全に対
して、朝礼や研修等により徹底を図る。

■引続き、利用者や地域住民に危険や不安がないよう、
また公園施設への危害が及ばぬよう、昼夜の防犯対策の
実施に努める

９　公園の安全管理

園内施設全般の安全管理方策

主な施設の安全管理方策

防犯対策の実施

施設運営面での完全管理方策
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

補足資料

接遇対応及びその研修等

改善に向けた取り組み：
　朝礼でのあいさつ唱和・内部研修等による公園及び
その周辺情報の取得・特別指導員による接遇研修と接
客対応評価指導

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■毎日の朝礼で、園内情報の共有や伝達を行うととも
に、出勤者全員でのあいさつ唱和により、来園者を迎
える準備をし、各分担作業に当たっている。

■今後も、快適で楽しい利用を提案・サポートできる
「パークコンシェルジュ」を目指し、園内の情報共有や
接客対応・研修を実施する。

苦情・要望の記録と土木事務所への報告
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■苦情、要望についは月報報告するとともに、緊急的
な内容については都度報告し、指示を仰いだ。

公園協会全体で、各公園の事例を共有するシステムを
構築

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■本部で集計した各公園の情報を、会議や研修等で情
報共有し、公園の全体会議や朝礼の際に職員に事例紹
介し注意喚起した。

苦情対応のロールプレイング研修の実施や他の公園職
員との合同勉強会の開催

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■公園の全体会議や朝礼の際に職員に事例紹介し対応
等について話し合った。

パンフレットやウェブサイトによる、親切丁寧な有料
施設等の受付案内

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■公園パンフレットの窓口配布、開花状況、施設貸し
出し状況など、園内貼りのポスターやホームページで
最新情報を提供した。

関係法令やルールに関わる内部研修の実施や、他公園
との合同勉強会による事例と情報の共有

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■貸し出し施設のルール確認や、減免基準等の日常的
に発生する事例など、頻繁に確認し、全体会議等で指
示と意見交換など実施した。

日々のコミュニケーションや電話、手紙、メール、ア
ンケート等による意見の把握と反映、改善

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■電話、メール、アンケートなどの利用者情報は毎月
整理し、内容確認と対応について検討実施を行った。

外部評価による評価と業務改善
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■特別指導員による運営評価やアンケートなど利用者
からの意見徴収において、ニーズや改善事項を捉え、
適時改善を実施した。

補足資料

DISCOVERおおいそ～湘南文化　地域
からの発信～を目標とした利用促進
の実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■ポテンシャルを活かした「もみじﾗｲﾄｱｯﾌﾟ」や茶道
体験教室、北蔵ｷﾞｬﾗﾘｰの活用、公園の発生材を活用し
た竹細工教室などを実施し、公園の魅力を伝え、満喫
いただけるプログラムづくりに努めた。

■引続き、より多くの方々に公園の魅力を伝え、満喫し
ていただけるよう、DISCOVERおおいそ～湘南文化　地域
からの発信～を目標に、企画立案していく。

おおいそゆかりの庭園めぐり：
　大磯町ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会との連携による邸園巡りの
企画・実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■ガイドボランティアと連携して、旧吉田邸と三井別
荘跡の庭園を巡る（12月）および旧吉田茂邸地区庭園
ガイド（9/23～土日祝日ガイド常駐）を実施した。

城山公園今昔物語：
　郷土資料館の協力を得た、この地にゆかりのあるパ
ネル展示などの実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■今年度は、旧吉田茂邸地区の一部開園があったた
め、三井別邸地区に関する催しは見送った。
■旧吉田茂邸地区の一部開園に際し、郷土資料館の協
力のもと、七賢堂の扁額及び七賢人の写真を整備以前
の状態で展示・公開した。

おおいそ歴史探訪：
　大磯町郷土資料館と連携した大磯の歴史や風土、自
然に関する講座の開設

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯町生涯学習課（大磯町郷土資料館）主催のナイ
トミュージアム（郷土資料館夜の見学会）＆ハイク
（公園夜の観察会）の開催に協力した。
■大磯観光協会主催の伊藤公ゆかりの大磯巡りでは、
大磯の歴史と吉田邸の講演を、邸園文化圏ネットワー
ク協議会のシンポジュームでは、大磯別荘史の講演が
あり、ともに旧吉田茂邸地区多目的ルームで行い、当
日の来園者が自由に聴講できるように調整を図った。

「花を育てる会」との協働による、ひかりの広場にお
けるサクラやツツジ、アジサイなど季節の花による修
景の実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■花を育てる会と協働で、ひかりの広場花壇や出あい
の広場花壇、園路沿い花壇などの整備と、花の植栽、
手入れを年間を通して実施した。

■花木や草花等の適切な管理に努める。

花の路おおいそ：
　オープンガーデンフェスタの誘致や大磯運動公園と
協働した「花の路」づくり

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯町商工会が主催する「おおいそフラワーフェス
タ」に参加した。北蔵でｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ参加ﾎｰﾑの状況を
伝える写真展や4月には茶室で「くつろぎ音楽会」、5
月には茶庭で「盆栽展」を同時開催した。また見所づ
くりとして、和花の路づくりの一環としてシャガ街道
を整備した。

■フラワーフェスタを盛り上げる企画を連携実施する。

■苦情は貴重な情報源として対応するほか、過去の事例
等を参考に苦情の予防・防止に努める。

■公平で公正な利用指導を実施するため、ミーティング
時に公園を利用するに当たっての関係法令やルール等の
意見交換を実施する。

■大磯町郷土資料館や大磯ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会と共催企画
について調整を進める。

11　利用促進方策

苦情処理の対応及びその研修等

利用者への公園利用指導及びその研
修等

利用者ニーズの把握と反映

10　利用者への対応

■さまざまな手法でいただいたご意見は、反映と改善に
努める、よりよい公園づくりを実施する。
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

おおいそ・公園・ユニバーサルデー：
　高齢者や障がい者の、期間を定めた展望台への車両
通行

計画通
り実施

計画取
り止め

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■公園ユニバーサルデーを社会福祉協議会及び大磯ガ
イドボランティア協会と連携して11/13.11/25で開催
し、多くの方に喜んでいただけた。

■地域団体等と連携し、より多くの方に参加いただける
ようにしたい。

旧吉田茂邸ガイド（大磯ガイドボランティア協会）
計画通
り実施

■旧吉田茂邸地区開園以降の土日祝日に大磯ガイドボ
ランティア協会が管理休憩棟へ常駐いただき、当時参
加型の庭園ガイドを実施した。また、平日の庭園ガイ
ドは、団体のみ事前申し込みで受付け、大磯ガイドボ
ランティア協会と協力して実施。
■当初計画では、年1回程度の開催としていたが、地
域やｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱからの期待、新たな観光の核づくり
への協力を鑑み、管理休憩棟で土日祝日の常駐ガイド
を行ったことで、開催日数・参加人数とも計画以上の
実施となった。
■大磯ガイドボランティアの常駐により、公園の案内
はもとより、周辺施設や観光の案内などパークコン
シェルジュとしての機能がより強化された。

庭園ガイド（庭園専門家）
計画通
り実施

■庭園監理を委託している日本庭園の専門家による座
学、現在庭園管理を実施している業者の現地説明のプ
ログラムで「吉田邸で学ぶ日本庭園の歴史と庭園管
理」を管理休憩棟多目的ルームを活用して開催した。
■想定以上の大反響があり、受付開始から30分ほどで
定員が満員となる状況だった。当日は降雨であった
が、欠席がほとんどなかった。

開園記念イベント
計画通
り実施

■9/22の旧吉田茂邸地区部分開園時に開園記念イベン
トを開催し、大変多くの来園者があった。庭園の魅力
を満喫できるようなプログラムを地域の関係団体等に
ご協力を得て展開することができた。
　当初、土木事務所との開園式典の調整では、小規模
開催とのイメージで行っており、開園記念イベントも
小規模を想定して計画していたため、計画人数を大幅
に上回る入場者数となった。
■当日は、庭園の魅力を満喫できるようなプログラム
を展開した。
　・庭園での琴と尺八の演奏
　・大磯町茶道協会による野点
　・大磯ガイドボランティア協会による庭園ガイド
特に、演奏者と茶道協会には、和服での参加をいただ
き、庭園の雰囲気に華を添えた。なお、多目的ルーム
は、出演者やスタッフの控室を確保するとともに、利
用者の休憩スペースとして開放した。

別添旧
吉田茂
邸地区
開園記
念イベ
ント

公園協会独自の広報：
　ホームページ・公園だより・ポスター・パンフレッ
トなど

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■公園協会広報の活用：
　・公園協会ＨＰ花とみどりの情報サイト運営
　・かながわの公園歩きサポート情報紙
　　　パークナビ発行（9月・3月）
　・花とみどりのフォトコンテスト開催
　・首都圏公園ガイド「公園への小さな旅」発行
■公園独自の広報として、HP、園内掲示、町広報、地
域新聞、地域広告紙、雑誌、FM等活用。
■旧吉田茂邸地区の一部開園に伴い、公園パンフレッ
ト・マップ及びホームページのページ追加を行った。
■公園の見所（各施設・眺望・ダイアモンド富士・和
花の路・紅葉・ライトアップなど）をブログで紹介す
るとともに、絵葉書にして旧吉田茂邸管理休憩棟に掲
示するとともに希望者には有償（作成実費程度）で配
布した。

■今後も、さまざまな広報媒体を開拓しながら、知名度
アップと利用の促進つながる広報を展開する。

添付資
料旧吉
田茂邸
イベン

ト

利用促進の新たな展開
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

町の広報への掲載依頼
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯町、二宮町広報紙にｲﾍﾞﾝﾄ情報など掲載を依頼
し、実施された。
■新たな広報ツールとして、町の掲示板、全町回覧な
どを追加した。

関係機関と連携した広報：
　観光協会・外部ホームページ・交通機関

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■ｲﾍﾞﾝﾄ情報の掲載、チラシの配布、ポスター張り出
し、ホームページのリンクなど、大磯町・二宮町・大
磯町観光協会・大磯町商工会・神奈川県観光協会等と
連携した。
■新宿で行われた神奈川観光キャンペーンに大磯町観
光協会と一緒に参加し、大磯城山公園のパンフレット
等を配布するとともに大磯のＰＲを実施した。
■二宮町にある徳富蘇峰記念館と相互広報連携を開始
した。
■大磯プリンスホテルにパンフレットやポスターの掲
示を依頼、配布。
■神奈川中央交通に交渉し、大磯駅と城山公園前バス
停に大磯城山公園ご案内のポスターを掲示した。
■神奈川県が作成した「恋するフォーチュンクッキー
神奈川ver」が当公園で撮影されていたので、ユー
チューブ動画をHP紹介するとともに、茶室及び旧吉田
茂邸地区多目的ルームで放映した。
■湘南庭園文化祭のガイドブックにもみじのライト
アップのお知らせを例年通り掲載。あわせて広告協賛
し、大磯城山公園の展望台からの眺望写真を大きく掲
載させた。

メディアの活用：
　新聞・ミニコミ誌・テレビ・ラジオ

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■情報紙・新聞にｲﾍﾞﾝﾄ記事のリリースを毎回実施し
た。 別添

広報実
績一覧

補足資料

駐車場管理運営
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■旧吉田茂邸地区の一部開園に伴い、県と協議し、第
一駐車場は、年間をとおし土日祝を有料で運営し、旧
吉田茂邸地区駐車場は毎日有料での運営とした。な
お、利用動向に配慮し、第一駐車場においては上限額
を設け、旧吉田茂邸地区駐車場において、平日料金と
休日料金に差を持たせて運営した。第一駐車場周辺花
壇は整備を行い、無機質な空間をウェルカムの空間へ
環境改善に努めた。
■駐車場の機械化にあわせ、駐車場運営を委託。オー
トフォンによる遠隔操作での出庫が可能になったこと
や、支払いにクレジットカードやICカードの利用が可
能になるなど、利便が向上した。
■神奈川県が推進している「EVイニシアチブかなが
わ」に協力し、「神奈川県電気自動車認定カード」を
提示した車両の駐車料金を減免とした。

■次年度以降も、駐車場と周辺環境を景観や施設改善を
図りながら、安全第一で管理運営を続ける。

茶室管理運営 茶道の資格を持つスタッフを配置
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■茶道師範免許のある職員を配置し、呈茶席及び、書
院・茶室の運営のほか、茶道体験教室やお茶席体験を
開催し、利用の促進に努めた。

■より多くの方にご利用いただけるよう、工夫しながら
運営を実施する。

自動販売機の設置 利用者の利便性と景観等に配慮した自動販売機の設置
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■景観等に配慮した形状で適正配置し、利用者の利便
に供している。
■旧吉田茂邸地区の一部開園に伴い2台の自動販売機
を新たに設置した。なお、管理休憩棟横の自動販売機
については、利用動向を見極め、利用者ニーズに応え
るかたちで、追加設置した。

■今後も適正な管理運営に努める。

12　自主事業の運営

利用促進のための広報
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

補足資料

公園の魅力を向上し、伝えるための協働
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会による庭園ガイドや、花を育
てる会の園内環境整備活動及びｲﾍﾞﾝﾄへの運営協力、
市民や団体による北蔵ｷﾞｬﾗﾘｰの利用、また近隣の演奏
家による邦楽演奏会の開催など、各団体と公園の魅力
を向上し、伝えるための協働を強化実施した。

■今後も団体等と調整を図り、公園利用の可能性を探求
していく。

広域的利用者の誘致ｲﾍﾞﾝﾄ開催における協働
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■町の一大ｲﾍﾞﾝﾄに成長した「もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟ」で
は、大磯町、大磯町商工会、大磯町観光協会と協働し
て、広報、運営を実施。また、湘南邸園文化祭連絡協
議会広報や県神奈川再発見広報ともタイアップして、
ﾗｲﾄｱｯﾌﾟの広域広報を実施し、広域利用者の誘致に努
めた。
■9/22の旧吉田茂邸地区部分開園記念イベントでは、
大磯町、大磯町商工会、大磯町観光協会、大磯ガイド
ボランティア協会、大磯茶道協会、大磯城山公園花を
育てる会他多数の団体からの協力を得ることができ、
大変盛況で開園にふさわしいイベントを実施できた。
また、地域や県内外ともに開園に関する関心が高く、
多数のメディアに紹介され、当日は2000人もの来園者
があった。

■今後も関係機関と協働して開催することで、相乗効果
を見出す企画に取組んでいく。

意見・情報交換の場「（仮称）公園を愛する会」の設
置

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■関係団体等と「大磯城山公園活用連携協議会（旧名
称：公園を愛する会）」を開催した。

■今後も、意見交換の場として大磯城山公園活用連携協
議会を運営する。

地域の大磯の活性化
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■町の一大ｲﾍﾞﾝﾄに成長した「もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟ」で
は、大磯町、大磯町商工会、大磯町観光協会と協働し
て、広報、運営を実施し、大磯の活性化に一助した。
■大磯町観光協会や大磯ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会、大磯町商
工会との連携事業や、茶室を活用した各種催し、地域
や神奈川県の魅力を伝えるｷﾞｬﾗﾘｰ展示、また「大磯
市」の街中出店としてｴﾝﾄﾘｰするなど大磯の活性化に
一助した。
■邸園文化圏ネットワーク連絡協議会のシンポジュー
ム開催について協力した。

■引続き、地域の観光振興の取組や、本公園を活用した
大磯の活性化に、地域や関係機関・団体と連携して、積
極的に取り組む。

地域活動の場の提供
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■公園を地域活動の場として、盆踊り、町茶道大会、
地域大祭、駅伝大会、農産物販売、大津波非難訓練の
開場等、地域活動の場を提供した。
■12月に大磯町が実施した津波避難訓練の際、地元自
治会の要望により、公園の備品を貸し出すなど協力し
た。

■次年度以降も継続して実施するほか、地域や市民に耳
を傾け、潜在的な要望を汲み取っていく。

県民及び住民参加、ボランティア団
体との協働

13　地域や関係機関との連携
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

市民の活動の支援
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■花を育てる会への活動支援として、竹細工講習会を
開催した。また、協会本部事業ｸﾞﾘｰﾝｴﾝｼﾞｮｲで募集の
見学会への参加、旧吉田茂邸で学ぶ日本庭園勉強会へ
の参加について支援した。
■北蔵利用者への支援として、ご利用いただいた団体
等に広報や運営の協力を行った。
■演奏会や盆栽展、ｷﾞｬﾗﾘｰ展示など、公園で活動した
い・発表の場としたいとの要望等に耳を傾け、公園が
共催し実現させた。
　

学びの機会と場の提供
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■学びの場の提供として、引き続き国府中学校のセミ
観察調査への支援を行った。
■学生支援の強化として、学校部活動で公園の施設が
利用しやすいよう、利用料金を全額免除した。
　・茶室利用：大磯高校、平塚江南高校、大和高校
■大人茶道体験教室及び大人茶道教室（3回コース）
を開催した。あわせて、子供向けに体験教室ほか夏休
子供茶道教室（2回コース）を実施した。
■大磯町生涯学習課（大磯町郷土資料館）が主催し
た、ナイトミュージアム（郷土資料館の見学）＆ハイ
ク（園内の夜の観察会）の実施に協力した。
■旧吉田茂邸地区に土日祝日には常駐ガイドを置き、
学びの機会を提供している。
■大磯観光協会主催の伊藤公ゆかりの大磯巡りでは、
大磯の歴史と吉田邸の講演を、邸園文化圏ネットワー
ク協議会のシンポジュームでは、大磯別荘史の講演が
あり、ともに旧吉田茂邸地区多目的ルームで行い、当
日の来園者が自由に聴講できるように調整を図った。
■旧吉田茂邸で学ぶ「日本庭園勉強会」を開催した。

■次年度以降も、活動の場として公園を提供する。

「公園を知ってもらう・利用してもらう」ための連
携：
　◆大磯町運動公園ほか、対象管内の公園等
　◆観光協会や商工会、大磯町の施設、おおおいそ
オープンガーデンフェスタ連絡協議会等

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■大磯町商工会が主催した「おおいそｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾌｪｽ
ﾀ」の情報拠点として、ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾎｰﾑの写真展を行
うなど、新たな利用層獲得のための連携を行った。
■JR大磯駅及び大磯観光協会と連携し、JR駅からハイ
キングに参加協力した。

■関係機関と積極的に連携し、「公園を知ってもらう・
利用してもらう」プログラム等を企画する。

地元大磯の活性のための連携：
　◆湘南邸園文化圏再生構想」や「神奈川再発見キャ
ンペーン」への参画、地元のボランティアと共に実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■もみじのﾗｲﾄｱｯﾌﾟｲﾍﾞﾝﾄの情報を邸園文化圏構想広報
紙や、神奈川再発見情報誌へ提供した。
■おおいそﾌﾗﾜｰﾌｪｽﾀ（おおいそｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ）にあわ
せ、北蔵を活用して「おおいそｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ写真展」
を商工会・観光協会・おおいそｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾎｰﾑ運営員
会と連携して開催した。
■新たな観光の核づくり推進委員会に参加した。

■地域の関係機関との意見交換を通し、大磯の活性化の
ための連携強化に努める。

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■昨年開催し好評の本公園の歴史を伝え継承する「三
井総本家別荘跡を訪ねる」ツアーを、今年度も大磯ｶﾞ
ｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会と連携して開催した。
■茶室城山庵を活用し、日本の文化を伝える催しを強
化した。
　・茶道裏千家淡交会湘南支部：
　　　大人の茶道教室・子供茶道教室
　・大磯町盆栽愛好会：盆栽展
　・開成遊刻会：刻字展
　・大磯英美都の会：秋の庭園で味わう伝統芸能「小
唄と落語の会」
■北蔵ｷﾞｬﾗﾘｰを活用し、みどり豊かな神奈川県の魅力
を県民に伝える催しを実施した。
　・山岳写真家　白井源三：写真展
　・丹沢湖ビジターセンター（野地悌子）：水墨画展
　・神奈川県立生命の星地球博物館（勝山輝夫）：写
真展

■今後も関係団体と連携実施に努める。

地域への貢献

関係機関（対象管内の他の公園や周
辺施設等）との連携

文化や歴史の継承のための連携：
　◆大磯町や周辺市町村のボランティアとの連携

計画通
り実施

計画通
り実施
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第１０号様式

公園名：大磯城山公園

指定管理者管理運営実施状況表

事業計画書の内容 実施計画
平成25年度の実施状況 今後の取り組み予定 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策

（事業計画に記載されている内容を
簡潔にまとめて記入）

H21 H23 H24 H25H22

経費節減のための連携
計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

計画通
り実施

■当協会が管理する他の県立公園や、本部、郷土資料
館、大磯町関係機関や関係団体等と連携することで、
資機材の借入や人的支援による経費の削減を図った。
■旧吉田茂邸地区開園記念イベントでは、地域関係機
関や各団体の人的協力を得て開催でき、結果として経
費をおさえて開催することができた。

■引続き、関係機関等との関係を大切にし、連携を取り
ながら管理運営を実施して行くことで、経費削減につな
がるように努める。

※本表と併せて、各項目の実施状況のわかる具体的な資料（写真・作業一覧・新聞切抜きなど）を添付して提出して下さい。
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